
@発行 ~799-34 愛媛県喜多郡長浜町役場窓0893 ⑪ 1111番編集・・総務課 @平成 2年4Jj 10日発行 395号

1 

¥ 
¥ 

¥ 
¥ 

令
、

8
8

企
業
二
十
社
が
立
地

長
浜
町
最
大
の
行
政
課
題
で
あ
っ
た

第
二
次
開
発
事
業
が
、
昭
和
六
十
年
六

月
着
工
以
来
、
四
年
六
か
月
の
歳
月
と
、

事
業
費
約
八
十
四
億
五
千
万
円
を
か
け

て
、
昨
年
十
一
月
に
完
成
。
こ
の
新
し

い
大
地
が
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
、
工

業
用
地
と
し
て
大
き
く
発
展
、
そ
し
て
、

長
浜
町
が
海
に
向
か
っ
て
大
い
に
拓
け

い
く
こ
と
を
願
い
、
大
{
子
「
拓
海
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

三
月
三
日
に
は
、
完
成
を
祝
っ
て
、

竣
工
記
念
式
典
が
聞
か
れ
、
町
内
外
の

関
係
者
約
百
八
十
人
が
出
席
。
今
後
の

発
展
を
祈
念
し
て
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、
工
業
用
地
の
二
十
八
万
二
千

九
百
七
平
方
メ
ー
ト
ル
は
全
て
、
企
業

二
十
社
に
分
譲
、
売
却
す
る
こ
と
が
で

き
、
新
規
雇
用
に
つ
い
て
も
、
約
百
五

十
人
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
(
二
ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
)

こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
活
力
あ
る
町

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
た
い
も
の
で
す
。
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拓海工業用地譲渡契約企業園田画面圃

第

2
回
臨
時
会

長
浜
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
二
月

二
十
七
日
に
聞
か
れ
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
四
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
費
ほ
か

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
、

二
千
六
百
五
万
二
千
円
が
減
額
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
、
五
十
一
億
八
千
八

百
十
四
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
道
は

次
の
通
り
。

一
土
木
費
]
河
川
改
良
費
と
し
て
、
出

海
の
土
居
川
災
害
復
旧
委
託
料
ほ
か
三

百
二
十
九
万
八
千
円
。

{
災
害
復
旧
費
一
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
に
確
定
の
見
通
し

が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
千
六
百
五
十

万
円
を
減
額
補
正
。

拓
海
工
業
用
地
を
売
却

土
地
の
処
分
に
つ
い
て

噺
吐
に
生
じ
た
土
地
と
し
て
議
決
し

た
拓
海
工
業
用
地
三
十
四
万
五
千
二
百

三
十
一
・
八
九
平
方
討
の
う
ち
、
二
十

八
万
二
千
九
百
七
・
一
八
平
方
引
を
二

十
社
に
そ
れ
ぞ
れ
分
筆
し
、
売
却
す
る

ご
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
譲
渡

し
な
い
面
積
六
万
二
千
三
百
二
十
四
・

七
一
平
方
引
は
、
道
路
等
の
公
共
用
地

に
な
り
ま
す
。

新
規
雇
用
約
百
五
十
人

拓
海
工
業
用
地

拓
海
工
業
用
地
に
立
地
す
る
企
業
は

所在地 名 称 面積(rr!) 業 種

;中 j甫 稲田木工側 8，899.98 木材木製品製造業

" 稲田商事件甫 989.99 卸 7世E 業

白 j竜 (有)稲田オガフイト工業 1，649.98 その他の製造業

久 側黒川木材工業 18，101.52 木材木製品製造業

白 j竜 側一宮工務庖 6，599.96 。
" 太洋化成工業側 6，599.99 化学工業
晴海 情)豊予海運 3，000.02 非金属鉱業

長浜 陶長浜建設 845.78 総合工事業

j中浦 長浜化成側 4，849.86 ゴム製品製造業

長 i兵 長浜青果農業協同組合 10，298.53 協同組合

F須戒 渡辺興業側 9，900.04 道路貨物運送業

沖浦 (有)沖浦養殖場 4，290目。。 水産養殖業
" 情)山田水産 3，299.97 " 

" 有目 本 図 i筒 3，300.01 名シ

伊予市 西 岡 ラ'"長b 武 7，260.05 名シ

大洲市 側西国興産 31，333.43 窯業土石製品製造業

" ムカイフンバ (掬 13，499.97 木材木製品製造業
新居浜市 一宮運輸鮒 7，068.89 道路貨物運送業

東尽都 セントフル総合開発側 23，328.84 物品賃貸業

東尽都石橋産業側 117，790.37 卸 7士E 業

長十 20社 282， 907. 18出f

拓海工業用地譲渡契約企業一覧表

全
部
で
二
十
社
。
そ
の
雇
用
数
は
、
従

来
の
従
業
員
(
移
転
)
を
含
め
、
総
数

五
百
六
十
人
の
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
新
規
採
用
人
員
は
約
百

五
十
人
の
予
定
で
す
の
で
、
町
内
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
と
、
町
外
へ
出

ら
れ
て
い
る
方
へ
の

U
タ
l
ン
就
業
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨
海
土
地
造
成
事
業

収
支
概
要

拓
海
工
業
用
地
の
各
企
業
へ
の
譲
渡

が
三
月
二
十
臼
に
完
了
し
ま
し
た
。

事
業
の
収
支
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ
…

社
会
保
験

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
わ
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

{
日
時
一
五
月
十
一
日
(
午
後
一
時

1
四
時
)

{
場
所
}
長
浜
町
商
工
会

相
手
の
立
場
を
考
え
て
一
一
…
…
…
口
一

豊
か
な
人
間
関
係
を

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
と

す
る
五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
は
、
憲
法
週
間
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
を
基
本
原
則
の
一
と
し
民
主
社
会

一
歳
入
総
額
一
八
十
四
億
二
千
百
十
万

四
千
円
。
(
工
業
用
地
二
十
八
万
二
千
九

百
七
平
方
川
の
譲
渡
代
金
)

一
歳
出
総
額
}
八
十
四
億
二
千
百
十
万

四
千
円
。
内
訳
・
:
①
工
事
請
負
費
六
十

三
億
三
千
万
円
②
漁
業
補
償
費
等
七
億

五
千
二
十
八
万
五
千
円
③
建
設
利
息
十

一
億
一
千
六
百
四
十
三
万
一
千
円
④
事

務
費
一
億
四
千
十
五
万
七
千
円
⑤
附
帯

工
事
費
八
千
四
百
二
十
三
万
一
千
円

な
お
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
一
億
三

千
六
百
八
十
四
万
八
千
円
は
一
般
会
計

へ
繰
り
出
し
、
条
例
に
基
づ
く
「
企
業

立
地
奨
励
基
金
」
に
積
立
て
て
い
ま
す
。

の
重
要
な
柱
で
す
。
こ
の
基
本
的
人
権

と
は
、
「
わ
れ
わ
れ
人
聞
が
人
間
と
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
最
も
大
切

な
権
利
」
で
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
人
権
を
侵
さ
れ
た
り
、

侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
方
は
、
わ
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
あ
る

い
は
そ
の
支
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

々
で
す
。

長
浜
黒
田
進
(
宮
臼
1
0
3
6
9
)

出
海
平
田
三
盛
(
宮
田

0
1
2
0
)

柴
土
居
孝
童
(
宮
日
1
0
0
0
2
)

児
童
扶
養
手
当

の
受
給
を

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
(
請
求
時
点
で

十
八
歳
未
満
ま
た
は
二
十
歳
未
満
で
障

害
の
あ
る
方
)
を
看
護
し
て
い
る
母
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
対
象
と
な
る
児
童
}
①
父
母
が
婚
姻

を
解
消
し
た
児
童
②
父
が
死
亡
し
た

児
童
③
父
が
障
害
(
別
に
定
め
ら
れ

た
)
の
状
態
に
あ
る
児
童
④
父
の
生

死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
⑤
父
が
引

き
続
き
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

⑥
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
児
童
⑧
⑦
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

一
請
求
期
限
}
昭
和
六
十
年
三
月
一
日

以
降
に
右
の
条
件
に
該
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
該
当
し
て
か

ら
五
年
間
が
経
過
す
る
と
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

一
そ
の
他
一
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
右
の
条
件

を
満
た
し
て
い
て
も
個
々
の
要
件
に
よ

り
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
年
金

係
ま
で
わ
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
…
…
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
い
…
…
…
…

愛
媛
労
働
基
準
局

平
成
二
年
度
の
労
働
保
険
(
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
)
の
申
告
・
納
付
の
期

限
は
、
五
月
十
五
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
早
め
に
完
了
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
・
納
付
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

愛
媛
労
働
基
準
局
労
災
補
償
課
(
雷
0

8
9
9

お

2
1
0
1
)
愛
媛
県
雇

用
保
険
課
(
密

0
8
9
9
1
4
1
2
1

1
1
)
ま
で
。
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近
年
、
商
業
登
記
簿
の
閲
覧
件
数
が
梅
日
和
児
童
ス
キ
ッ
プ
し
て
下
校

急

激

な

増

加

を

続

け

て

お

り

、

閲

覧

事

高

左

木

芳

務
の
た
め
に
登
記
所
の
窓
口
整
備
等
多
湧
水
の
ほ
と
り
に
小
さ
き
蕗
の
た
う

額

の

経

費

を

要

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

河

野

友

子

登
記
所
に
あ
る
会
社
の
登
記
簿
及
び
各
初
仕
事
前
刀
定
パ
サ
ミ
研
す
ま
し

種

の

法

人

登

記

簿

の

閲

覧

を

、

四

月

一

菊

地

良

武

日
か
ら
有
料
化
(
一
二
百
円
)
す
る
こ
と
白
靴
を
は
い
で
若
さ
に
し
た
る
日
々

に

な

り

ま

し

た

。

久

保

千

穂

ま
た
、
登
記
手
数
料
の
一
部
が
次
の
花
錬
な
ら
し
つ
選
ぶ
梅
の
枝

よ

う

に

改

正

に

な

り

ま

す

。

久

保

七

葉

一
登
記
簿
の
閲
覧
一
二
百
円
↓
三
百
円
く
ち
な
し
の
色
の
鮮
か
あ
ら
れ
切
る

一
藤
本
・
抄
本
一
四
百
円

l
五

百

円

都

田

マ

サ

子

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
登
記
所
の
窓
ふ
ら
こ
こ
の
揺
れ
を
残
し
て
始
業
ベ
ル

口

で

わ

尋

ね

く

だ

さ

い

。

藤

岡

蓉

子

L

U

1
ト
斗
ψ
ド
ー
討
中
H
h
1
k
l
訓
弘
k
l
叫
ル
ド
ー
ゅ
ド
ヰ
中
ド
泊
巾
ド
ー
乱
k
l
訓
4
k
l
訓
ル
ド
叫
ゆ
ド
外
ψ
ド
北
小
ド
治
ゆ
ド
d
t
?
"
弘
N
d
弘
F
d
H
t
?
"
で
P叫叶
4
k
l
訓
弘
P
川
弘
ド
斗
中
ド
北
ゆ
ド
北
中
ド
点
中
ド
泊
ψ
ド
泊
ψ
ド
内
ゆ
ド
州
司
k
l
M
弘
h
p
刊
で
い
t
M
M
k
l
M
弘
?
"
弘
ぃ
d
弘
K
A
ゆ
ド
N
弘
h
h
t
N
U
K
1
訓
弘
h
h
t
N
弘
k
l
N
弘
h
h
t
訓
弘
ぃ
d
払
h
h
d
-
J
k
i羽
山
口
内

明

わ

た

し

は

、

一

年

生

の

と

き

は

、

「

へ

ん

な

の

己

で

も

つ

う

学

は

ん

の

人

に

い

じ

わ

る

い

と

は

思

い

ま

せ

ん

。

で

も

み

ん

な

か

~

学

校

に

か

よ

う

の

が

た

の

し

み

で

し

と

か

さ

れ

た

朝

は

、

学

校

に

行

き

た

く

な

く

ら

、

切

た

。

つ

う

学

は

ん

で

、

れ

つ

に

な

っ

「

あ

ほ

ら

し

い

己

な

る

と

き

が

あ

り

ま

す

。

「

ぱ

か

、

あ

ほ

己

~

で

か

よ

う

の

が

、

た

の

し

み

で

じ

た

。

「

ば

か

、

あ

ほ

己

み

ん

な

は

、

い

つ

も

わ

た

し

が

、

前

と

い

わ

れ

た

と

き

、

ザ

お

ね

え

さ

ん

た

ち

も

だ

い

ど

に

し

て

と

い

い

ま

す

。

に

つ

め

で

あ

る

い

て

い

て

も

、

何

回

も

「

あ

ん

た

の

ほ

う

が

も

っ

と

ば

か

よ

己

円

く

れ

た

し

、

い

じ

わ

る

も

さ

れ

ま

せ

せ

っ

か

く

わ

た

し

が

お

み

せ

に

い

っ

「

前

に

つ

め

て

己

と

い

い

か

え

し

た

く

な

り

ま

す

。

千

ん

で

し

た

。

で

か

わ

い

い

キ

l
ホ

ル

審

韓

関

!

|

引

什

出

で

も

、

い

い

か

え

し

た

ら

、

予

隠

塑

マ

γ

金

聾

」

&
T
F
I
rぃ
L

一

百

二

年

生

に

な

っ

て

わ

た

し

は

つ

ダ

ー

を

か

つ

て

か

ぎ

つ

轟

轟

盤

B

長
-
一
一
一
も
っ
と
い
い
か
え
さ
れ
る
の
で
、

時

露

綜

盤

、

母

L
.
~
:
u
一一

日
う
学
す
る
と
き
に
い
や
に
な
り
ま
し
て
ミ
る
の
こ
、
そ
ん
な
欝
諸
説
均
一

J
I

山
手
J

件
昨
日
一
い
つ
も
だ
ま
っ
て
学
校
に
行
き

戸

し

ミ

l

、

購

相

揮

し

4
j
一

~

た

。

こ

と

を

し

わ

れ

る

と

カ

欝

範

櫨

1

1

k

内
」
」
一
ま
す
。
ぷ
ん
だ
ん
会
の
は
ん
せ

一

向

購

噛

箆

A
S鐙

J
聞

』

一

一

一

一

つ

う

学

は

ん

の

七

人

の

お

友

だ

ち

な

し

い

で

す

。

関

離

陣

i

1

y

、
ド
仁
い
会
の
と
き
に
、
先
生
に
い
い

一

は

、

み

ん

な

学

校

に

く

る

と

き

、

わ

学

級

の

お

友

だ

ち

は

お

し

ゃ

べ

り

な

た

い

の

に

、

し

か

え

し

さ

れ

る

の

が

こ

ザ

た

し

だ

け

い

じ

わ

る

を

し

ま

す

。

人

が

い

て

、

と

て

も

に

ぎ

や

か

で

す

。

わ

く

て

よ

う

い

い

ま

せ

ん

。

内

ど

ん

な

い

じ

わ

る

を

す

る

か

と

い

キ

ー

ホ

ル

ダ

ー

の

こ

と

を

だ

れ

も

何

も

や

さ

し

い

わ

ね

え

さ

ん

が

、

つ

う

学

ザ

う

と

、

わ

た

し

が

、

か

ぱ

ん

の

よ

こ

い

い

ま

せ

ん

。

け

ん

か

も

と

き

ど

き

す

は

ん

の

お

ね

え

さ

ん

だ

っ

た

ら

い

い

の

~

に

キ

ー

ホ

ル

ダ

ー

を

つ

け

て

い

た

ら

、

る

け

ど

と

て

も

あ

か

る

い

学

校

だ

か

ら

に

な

あ

o

そ
し
た
ら
、
学
校
が
毎
日
た

ザ

い

つ

も

学

校

は

た

の

し

い

で

す

。

の

し

く

な

る

の

に

な

あ

o

平
成
二
年
度

平
成
二
年
度
の
役
場
の
支
払
い
(
預

金
口
座
振
込
)
日
は
次
の
通
り
で
す
。

請
求
書
は
随
時
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
に
は
、
謀
、
所
名
、

ま
た
は
係
名
を
書
き
、
必
ず
押
印
を
わ

願
い
し
ま
す
。

役
場
の
支
払
い
日

平成2年度支払い予定表

月 第l由駆予定日第2由民主予定日
4 1 3日 2 6日
5 1 4日 28日
6 1 3 EJ 2 6日
7 1 3円 2 6日
8 1 3日 27日
9 1 3円 26日
10 1 5日 26日
11 1 3 II 26 U 
12 1 3日 2 6日
1 4 [1 2 8口

2 1 3日 2 6日
3 1 3日 2 6日

人権作文

登
記
簿
の
閲
覧
が

有
料
(
三
百
円
)
に

松
山
地
方
法
務
局

匝署

長電

匡

国

ー
と
よ
し
げ
俳
句
会

1

ヒ
わ

と
い
っ
て
わ
た
し
の
わ
る
口
ば
か
り
い

い
ま
す
。

「
ば
か
、
あ
ほ
己

と
か
い
い
ま
す
。

何
回
も
何
回
も
い
わ
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
、
自
分
の
こ
と
は
か
し
こ

節
分
の
父
は
今
年
も
鬼
の
役増
困

難
問
を
解
い
て
る
机
上
梅
薫
る
山
口
由
記
子

し
ろ
が
ね
の
細
魚
の
句
を
計
り
売
る

山

尾

雄

志

数
競
ひ
食
べ
し
雑
煮
の
頃
思
ふ
米
岡

軒
氷
柱
点
滴
の
如
日
を
ご
ぼ
す
菊
地

成
虎

幸
市

車
い
す
用
の

ト
イ
レ
を
新
設

町
体
育
館
一
階

長
浜
町
体
育
館
一
階
の
ト
イ
レ

に
、
車
い
す
の
方
に
も
利
用
で
き

る
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

入
り
口
に
も
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、

入
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

L
U

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1古文

u
-
P
N
弘
k
l
N
弛
い
治
ゆ
ド
寸
払
ド
訓
弘
K
1
M
M
k
l
M
弘
P
N
U
h
い
斗
仙
一
、

ら
い
年
は
、
わ
た
し
の
妹
が
い
っ

し
ょ
に
学
校
に
か
よ
い
ま
す
。
妹
が

学
校
を
す
き
に
な
る
よ
う
に
、
い
じ

め
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
か
ば
っ
て
や

り
ま
す
。
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国際花と緑の博覧会臨阻盟国

唾畠量迦

霊童~J

様

と鰻「

認の万南

花曹・き{，..iちゃω1@200 

地
球
の
美
し
い
自
然
や
緑
を
、
世
界
の
国
々
、
ガ
協
力
し
て
未

来
に
残
し
て
い
き
た
い
ー
ー
ー
こ
う
し
た
共
通
の
願
い
の
も
と
に
、

平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
大
阪
府
下
・
鶴
見
緑
地
で
、
「
国
際

花
と
緑
の
博
覧
会
L

ガ
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
の
万
博
と
呼
ば
れ
る
こ
の
国
際
園
芸
博
覧
会
は
、
一
九
六

O
年
の
オ
ラ
ン
、
夕
e

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
世
界

各
国
で
聞
か
れ
舎
ロ
ガ
十
三
回
目
。
戸
ジ
戸
で
は
初
め
て
の
開

催
と
お
り
ま
す
。
大
阪
府
と
し
て
は
、
大
阪
万
博
以
来
、
二
十

年
ぶ
り
の
国
際
博
で
す
。

大
阪
・
花
の
万
博
の
開
催
の
ね
ら
い

は
、
「
花
と
緑
と
人
間
生
活
の
か
か
わ
り

を
と
ら
え
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
潤

い
の
あ
る
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
め
ざ

す
」
と
決
め
ら
れ
、
平
成
元
年
十
一
月

十
三
日
現
在
、
世
界
六
十
九
か
国
(
州
・

市
な
ど
の
参
加
国
を
含
む
)
、
五
十
の
国

際
機
関
が
参
加
し
ま
す
。

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

博
覧
会
の
主
役
は
H

花
と
緑
H

で
す
。

約
千
二
百
種
類
・
品
種
、
二
百
万
株

以
上
の
世
界
の
植
物
が
出
展
さ
れ
、
お

花
畑
や
立
体
花
壇
、
外
国
庭
園
や
日
本

庭
園
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
花
園

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
会
場
の
広
さ
は
甲

子
園
球
場
の
約
三
十
五
倍
、
約
百
四
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
、
「
野
原
の
エ
リ
ア
」

「
山
の
エ
リ
ア
」
「
街
の
エ
リ
ア
」
の

三
部
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

野
原
の
エ
リ
ア

「
野
原
の
エ
リ
ア
」
は
、
会
場
中
央

の
大
き
な
池
を
中
心
に
し
た
一
帯
。

圧
巻
は
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
、

日
本
で
も
最
大
級
の
大
花
壇
。
花
の
谷
、

花
の
舞
台
な
ど
に
分
か
れ
、
せ
せ
ら
ぎ

に
沿
っ
て
お
花
畑
や
杉
木
立
の
峠
、
桜

や
梅
の
咲
く
里
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、
日

本
の
田
園
風
景
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
再
現

し
て
い
ま
す
。

山
の
エ
リ
ア

「
山
の
エ
リ
ア
」
は
、
会
場
北
東
部

の
丘
陵
地
帯
に
あ
っ
て
、
国
際
色
豊
か

な
世
界
の
庭
園
が
楽
し
め
ま
す
。

呼
び
も
の
は
「
政
府
苑
」
に
展
示
さ

れ
る
世
界
最
大
の
花
、
ラ
フ
レ
シ
ア
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
協
力
で
、
ス
マ

ト
ラ
島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
伐
採
し
た
も

の
で
す
。
展
示
さ
れ
る
花
は
直
径
八
十

セ
ン
チ
、
重
さ
三
キ
ロ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
園
路
や
広
場
に
沿
っ
て

草
花
や
樹
木
、
庭
石
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
、
地
方
の
特
色
を
生
か
し
た
庭
園
(
ス

ポ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
)
が
、
国
内
の
四
十

五
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
な
ど

か
ら
出
展
さ
れ
ま
す
。

簡
の
工
リ
ア

「
街
の
エ
リ
ア
」
は
、
二
一
つ
の
エ
リ

ア
の
中
で
は
最
も
広
く
、
一
二
十
一
二
・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。

人
と
街
と
自
然
が
テ

1
7
で
、
熱
帯

か
ら
極
地
圏
ま
で
の
植
物
を
集
め
た
、

大
阪
市
の
「
咲
く
や
ご
の
花
館
」
、
江
戸

時
代
の
花
の
文
化
を
伝
え
る
、
東
京
都

の
「
花
の
江
戸
東
京
館
」
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
パ
ピ
リ
オ
ン
群
、
水
と
立
体

花
壇
に
飾
ら
れ
た
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
楽

し
さ
い
っ
ぱ
い
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

ゾ

l
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
は

四
千
人
を
収
容

花
の
万
博
催
事
の
中
心
が
、
最
大
四

千
人
収
容
の
「
メ
イ
ン
催
事
会
場
以

開
・
閉
会
式
を
は
じ
め
、
世
界
各
国

の
民
族
芸
能
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
な
り
ま
す
。

会
場
に
は
北
西
、
北
、
西
、
南
の
各

ゲ

l
ト
か
ら
入
場
で
き
ま
す
。

開
催
期
間
は
九
月
三
十
日

ま
で
の
百
八
十
三
日
間
で
、

開
場
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
十
時
三
十
分
ま
で
(
開

幕
か
ら
四
月
二
十
六
日
の
聞

は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
十
時
ま
で
)
0

入
場
料
金
は
、
当
日
売
り

が
大
人
(
満
十
八
歳
以
上
)

二
千
九
百
九
十
円
、
中
人
(
満

十
五
歳
以
上
、
満
十
八
歳
未

満
)
千
五
百
五
十
円
、
小
人

(
満
四
歳
以
主
、
満
十
五
歳

未
満
)
八
百
二
十
円
で
、
前

売
り
券
も
発
売
中
で
す
。

交
通
は
、

J
R
環
状
線
京

橋
駅
・
京
阪
電
鉄
京
橋
駅
よ

り
、
地
下
鉄
鶴
見
緑
地
線
(
鶴

見
緑
地
駅
下
車
)
で
、
会
場

し国二エかリマ峰

ま陪 1 ピ売アにわ室期霊会 主す展八ネど」し鎚
。示日のつにた山 4 エの
館か鉢三、日と 易ピ館
「ら植 長本 j頼
光五ぇ庁宮、浜庭戸 日永)f' L__ 
の月約 町国内 1 をド
館六百惑ーう はを海閉 5 'a:" v'-
」日鉢一、 ω 月展
にまを千四山を宍 6 ー
展で四T国のテノ〆日司王
示、月、をエ l霊

ま
で
約
十
分
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
主
要

な
駅
、
空
港
よ
り
、
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
が

運
行
さ
れ
ま
す
。

@花と緑の博覧会への交通案内図@

JR学研都市線(片町隷)
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圃・・・圃

}j 日 当直医院 電話番号

4/15 石村病院 ，，2 ~ 0275 

1/22 清水俣院 52 ~ 2883 

4/29 米川医院 52 016" 

4/30 両日1医院 52 - 0639 
ト一一一一

[診療]救急患者の方のみ。

[受付]午前10:00-午後 5:00 
※原則として件診は致しません、

月日 士易 所 日寺 間

午前10:00-
4/23 5員以公民館

午後 2:00

須合叶集会所 午前10:00-11:30
4/24 
前奥集会所 午後 1:30-3:00 

力11快集会所 午前10:00-11: 30 
4/26 
小長浜集会所 午後 1:30-3・00

[備考}検尿、血)五測定、塩分測定を

行います。

矧

A
Dお
わ
自
品
目
占
員
百
問
題
事
会
事
喜
善
幸
重
量
善
治
を
寄
生
主
君
主
宰
止
￥
華
喜
設
を
醤
幸
喜
善
幸
喜
善
台
、
包

一

義

‘

同

必

要

な

景

で

す

。

ま

く

環

状

動

脈

の

動

脈

硬

化

に

よ

っ

て

の

く

ら

い

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

を

取

っ

て

有
F
4
E
S
/、
配

起

こ

り

ま

す

が

、

と

く

に

マ

グ

ネ

シ

ウ

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

現

在

報

舎

さ

酬

一

定

住

喜

ト

昌

』

ロ

摂

取

昌

標

ま

ま

尚

一

亡

時

{

、

ム

の

取

り

方

が

、

カ

ル

シ

ウ

ム

に

比

較

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

は

、

農

村

地

帯

臨

め

一

d
J
i
-
-
J
⑨

一

自

三

百

ミ

リ

ク

ラ

ム

し

て

少

な

い

き

に

、

影

響

が

強

く

み

で

H
二
百
五
十
か
ら
一
一
百
ミ
リ
グ
叩

i
自由

3
1
8
8
0
こ

の

栄

養

素

は

、

私

書

体

内

に

約

ら

れ

ま

す

。

ラ

ム

。

都

市

部

で

二

百

か

ら

二

Z
吋

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ミ
二
十
グ
ラ
ム
あ
り
、
主
と
し
て
骨
に
台
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
い
と
血
管
を
収
縮
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
て
、
都
糊

…
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
素
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
筋
肉
な
ど
さ
せ
、
血
液
の
流
れ
を
さ
ら
に
悪
く
し
、
市
部
の
人
遣
は
、
も
う
少
し
多
く
取

…
を
、
ど
の
程
度
取
っ
た
ら
よ
い
の
か
の
の
細
胞
、
酵
素
の
働
き
に
か
か
わ
っ
て
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
発
作
を
促
し
て
る
必
要
ー
が
あ
り
ま
す
。

…
目
印
一
指
標
)
と
な
る
も
の
に
、
「
栄
い
ま
す
。
璽
圃
『
|

l

i

l

i

-

-

i

l

i

l

i

-

-

-

1
」
し
ま
う
の
さ
」
ろ
で
マ
グ
、
不
、
シ
ウ
ム
ほ
ど

…

需

要

景

」

が

あ

り

ま

す

。

と

こ

ろ

輔

副

R
t「
'

昌

二

一

で

す

。

こ

ん

な

食

品

に

多

く

含

ま

れ

て

い

る

の

臨
酢
概
輔
盟
7
旬
に
は
A
命

y
q
F祖
曹

と

一

で

し

ょ

う

か

c

小
豆
・
大
豆
な
ど
の

今
年
は
、
こ
の
栄
養
品
川
要
量
が
改
が
最
近
、
臨
調
臨
盤
一
ノ

E
P
F
咽

1

9

1

1

4

-

醜

轍

盤

圃

一

l
主
豆
類
、
ア
ー
モ
ン
ド
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

…

定

さ

れ

て

新

し

く

平

成

二

年

度

か

マ

グ

ネ

シ

輔

霞

園

、

zzip-
量
E

-

}

一
て
、
マ
グ

い

ら

六

年

度

ま

で

の

聞

に

、

日

本

人

の

ウ

ム

が

不

輔

副

心

疾

患

が

増

え

る

一

不

ン

ウ

ム

幻

ド

i
F
1
h
M
M

…

憧

康

を

縫

持

増

進

さ

せ

る

の

に

必

足

す

る

と

警

監

1

i

l

-

-

I

l

l

i

-

-

L
は
カ
ル
シ
そ
う
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
に
、
マ
グ

一
要
な
数
字
が
+
ぶ
さ
れ
ま
し
た
。
二
百
心
臓
の
病
気
(
心
疾
患
)
が
増
え
る
こ
ウ
ム
に
よ
る
血
管
収
縮
作
用
を
抑
制
す
、
不
ン
ウ
ム
が
笠
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

一

ミ

リ

グ

ラ

ム

と

い

う

の

が

、

一

日

に

と

が

分

か

っ

て

き

ま

し

た

。

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

た

め

ず

-
J
f
i
-
-司
A
パ
リ
ド
そ
の
中
で
、
日
本
人
に
次
第
二
曽
え
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
取
れ
ば
、
そ
れ
だ
一
牛
し
な
ど
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

h
月
払
引
川
内
制
必
可

y

J

、

け

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

の

摂

取

量

も

増

や

さ

コ

ォ

ー

小

口

点

的

川

ぞ

ヨ

パ

つ

つ

あ

る

虚

血

性

心

疾

患

の

予

防

ι

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

取
っ
て
い
る
在
、
こ
れ
か
ら
、
ご

戸
、
』
哨
れ
わ
ね
握
『
川
F
し

停

丸

一

定

量

の

マ

グ

、

子

ン

ウ

ム

が

必

要

で

あ

う

し

た

食

品

を

食

べ

る

こ

と

を

心

が

国
L
fふ
議

場

少

る

と

考

え

ら

れ

、

一

日

の

摂

取

量

が

一

ポ

豆

類

や

海

藻

類

容

が

」

に

け

で

欲

し

い

と

思

い

ま

す

。

開

閉

じ

州

法

一

一

起

一

白

川

さ

れ

た

の

で

す
o

豊

富

に

含

ま

れ

て

い

る

=
I
1
I』
1
l

嘩
血
性
の
心
疾
患
は
、
心
臓
を
と
り

r
j
s
s善
幸
合
を
き
雪

i
s喜
善
君
主

院

地区男IJ健康相談

医

臨均碍同色辺必些些-晶..  届"翠箆一ー一一一一一一斗与~包

直出
司

司盟国匪霊豆主霊軍軍翠a毘率豆'"盛飽食時代の栄養不定

犬の登録、狂犬病予防注射

11日 上着 所 受付時間j

柴公民自官 午日ii9:00- 9:30 
臼j竜公民館 午前 9:45-l(J:lS
白 ~m診療所前 午目iil0:20-10: 50 
itX川小学校 午前11:10-11・40
出石駅前 メl可愛 1: 00--1・20

4/18 大和公民主官 ノI-j麦1:30-2:00 
正由橋の冗 午後 2:10~ 2:20 
相生橋び〉芯 午後 2:35分頃
曲沸jパス来I易 午後 2:4J 3:()0 
朝日ノfスjfO;易 午後 3:10--3:30 
持茂公民館 午後 3・40-1:10 
黒田ミカン倉庫 午前 9:00-9:20 
築地コスモ石油応裏 午前 9 ・ 35~ 9:50 
農協喜多灘支所前 午前10:00-10:20 

4119 
喜多灘小平校前 午日iil0:30--1 0・45
今土方隣保 j/官 午別11:0011:30
出海公民館 つニfを12:50-1:20 
構生福祉セ/ター ノi二後 1 :30-2:00 
浜沢農協売底 午後乙:10-2:30 
i1:fl内石油庖日リ 午前 8:50-9・50

4/20 沖浦公民自官 午前10・00-10>10 
長浜町体育長官 午前10・50~ 11・"0

[料金1注射料金 2，500丹、登録料金
2，100円、合計 4，600円と印鑑を持参し
でくだきい。

[備考]狂犬病予防訟の規定により、

毎年 1向ω登録ど狂犬病予防注射望必ず
受けなければなりません。メこを飼育され

ている方は、上記の場所で'_'-<けてくださいっ

日

IJ 日 場 所

各連絡所午前9hi
4/21 受付

役場本日午前10時まで

I備考]買上IY料金 HJf50 0円
※rP鑑を必ず持参して下さ ¥'0

上買犬不用

で
は
、
実
障
に
私
達
は
‘
一
日
に
ど

世界保健テー

(4月7日)

蜘
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ルポー図書館だより画盟盟盤盟

お
ね
え
ち
ゃ
ん
ま
た
来
て
ね

ー
長
高
生
、
長
保
を
訪
問

三
月
七
日
、
長
浜
高
校
か
ら
、
保
母
を
目
指
す
生
徒
ほ
か

希
望
者
十
三
人
が
長
浜
保
育
所
を
訪
れ
、
幼
児
保
育
の
現
場

を
体
験
し
た
。
最
初

緊
張
気
味
だ
っ
た
生

徒
も
、
ゲ
ー
ム
を
し

て
一
緒
に
遊
ぶ
う
ち

次
第
に
打
ち
と
け
、

昼
食
を
一
緒
に
と
る

な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
会
(
川

田
充
義
会
長
)
の
主
催
に
よ
る
親
子
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、
三
月
十
一
日
、
長
中
体
育
館
、
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
た
。

競
技
種

目
は
ミ

ニ
バ
レ

ー
、
ド

y
ジ
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
一
二
種
目

で
、
約
二
百
五
十
人

が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

ユ口口口口口口口口口口口口口口口

親子で流す汗
~親子スポーツ大会

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

家
庭
の
火
元
責
任
者

ー
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
結
成

充地関防れで日成七藤防にめ
実域 f系著ーた結 、さ十ヨ火、る家
を防者、。成今れ二シク喜こ庭
祝災乞町式式訪、人子ラ多とか
づ組問かにが集三)会ブ灘をら
た織!戸らは行会月が長(婦目防
。のにの消わ所四結・伊人的火

意
日哉
を
I罰

め

安
ノへ、ぺ
こと

な
士也
占或
てコ
く
り

努

口口口口口口口口口口口口口口口 L

歌
っ
て
福
祉
に
貢
献

1
南
予
カ
ラ
オ
ケ
大
会

をろ参数町同がれ末カテ念人亀
披鍛加の外大参、会ライ福)徳三
露えし愛か会加約」オ l祉六会月
した、好らにし七がケ「チ周長十
たの日者もはた十関長南ヤ年・-
o どごが多、。人か浜予リ記十日

回I
f本
育
長}自〔

で

長

I兵
専大

豆罰

同
好
h--
A 

白
石

時
立
国
書
館
だ
よ
り

間

一
貸
し
出
し
冊
数
と
期
間
一
個
人
:
・

一
人
三
冊
以
内
。
期
間
は
十
日
以
内

マ
グ
ル
ー
プ
・

団
体
・
・
・
冊
数
は

構
成
員
数
以
内
。

期
間
は
一
か
月
況

以
内
。

四
月
一
日
か
ら

開
館
日
が
変
更
に

町
立
図
書
館
の
開
館
日
が
、
四
月
一

日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

一
開
館
日
一
毎
週
火

曜
日

1
日
曜
日

一
休
館
日
一
毎
週
月

曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
(
十
一
一
月
二
十

八
日
か
ら
一
月
四
日

ま
で
)

一
貸
出
時
間
}
午
前

九
時
二
一
十
分

1
午
後

五
時
ま
で

←畿ですづ:ンニJJ1チれ'，@
(豊茂)菊[開紗憲子ちゃん

数

幼児園児童図書 4，185冊
ト

自生 図 書 5，009冊

専 Fサ 関 書 770冊

その他(寄贈収!書) 1，969冊

ノL¥I 11，933冊

冊書蔵

年

平成元年4月5日生まれ

一
生
を
、
恵
み
多
き
子
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
と
名
付

け
ま
し
た
。

人
を
思
い
や
る
、
情
緒
の
安
定
し
た
、
優
し
く
素
直

な
子
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

父
H
H
禎
己
さ
ん
・
母
H
H
千
里
さ
ん
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青
い
鳥
郵
便
葉
書

を
発
行
し
ま
す

郵
政
省
で
は
、
四
月
二
十
日
か
ら
、

身
体
障
害
者
問
題
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
特
別
な
意
匠
(
青
い
鳥
)

に
よ
る
郵
便
葉
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
葉
書
は
一
般
に
販
売
す
る
ほ
か

重
度
の
身
体
障
害
者
で
、
申
し
出
ら
れ

た
方
に
は
、
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

無
料
配
布
の
対
象
者
は
次
の
通
り
で

す。一
対
象
者
一
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
及

び
二
級
を
お
持
ち
の
方
(
一
人
に
つ
き

二
十
枚
)

{
受
付
期
間
}
四
月
二
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
。

一
申
し
出
の
方
法
一
お
近
く
の
郵
便
局

で
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
(
代
人
ま
た
は
郵
便
に
よ
る
申
し
出

も
で
き
ま
す
。
)

{
配
布
の
方
法
}
四
月
二
十
日
以
降
集

配
郵
便
局
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
発
行
日

以
降
に
直
接
申
し
出
さ
れ
た
方
は
、
郵

便
局
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
わ
近
く
の
郵
便
局
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

""" 早会

発明の日

( 4月18日)

園園田露国表

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

特
殊
切
手
帳
を
発
売

伊
予
長
浜
郵
便
局

ー

l
文
久
二
年
二
八
六
二
年
)
三

月
二
十
四
日
、
土
佐
の
郷
土
坂
本
龍
馬

は
、
風
雲
急
を
告
げ
る
時
局
を
洞
察
し
、

自
ら
の
使
命
を
自
覚
す
る
や
、
決
然
と

し
て
土
佐
を
脱
落
し
た
。
翌
日
高
知
県

の
梼
原
村
か
ら
韮
ヶ
峠
を
越
え
て
伊
予

の
国
へ
出
た
。
途
中
泉
ヶ
峠
、
長
浜
村

表
宝ずF

与ザト

中
小
卒
業

藤
岡
章
男
さ
ん

青
年
団
活
動
に
功
績

豊
茂
の
藤
岡
章
男
さ
ん
は
、
愛
媛
県

青
年
団
連
合
会
の
副
団
長
を
務
め
る
な

ど
、
青
年
団
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
三
月
十
七
日
、
松
山
市
で
関

か
れ
た
青
年
団
活
動
振
興
功
労
者
表
彰

式
の
席
上
、
伊
賀
貞
雪
愛
媛
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
さ
ん
ほ
か
九
人

公
民
館
活
動
に
功
績

三
月
四
日
に
中
央
公
民
館
で
、
第
二

十
三
団
長
浜
町
公
民
館
活
動
推
進
大
会

が
聞
か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
一
公
民
館
賞
]
柴
公
民
館
・
:
松
田
忠
重

(
柴
)
マ
白
滝
公
民
館
・
:
後
藤
和
男
(
白

滝
)
マ
沖
浦
公
民
館
:
・
浅
井
守
(
沖
浦
)

に
泊
ま
り
、
二
十
八
日
に
船
出
、
四
月

一
目
、
目
的
地
の
下
関
、
白
石
正
一
郎

一
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
一

A
7
坊
公

民
館
:
沢
井
慶
信
(
今
坊
)
マ
沖
浦
公

民
館
:
-
菊
地
俊
幸
(
沖
浦
)
マ
櫛
生
公

民
館
・
:
加
納
芳
彦
(
須
沢
)
マ
出
海
公

民
館
・
:
山
口
正
隆
(
出
海
)

一
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

表
彰
}
今
坊
公
民
館
:
・
中
見
富
怪
(
今 記念通信日付印

方
に
着
い
た
|
|
|

龍
馬
の
脱
落
し
た
三
月
二
十
四
日
に

合
わ
せ
て
、
龍
馬
ゆ
か
り
の
足
跡
を
辿

る
巻
物
状
の
特
殊
切
手
帳
「
坂
本
龍
馬

脱
藩
の
道
」
(
一
部
千
百
円
)
を
発
売
し

て
い
ま
す
。
龍
馬
の
道
研
究
者
で
、
大

洲
市
在
住
の
村
上
恒
夫
さ
ん
が
製
作
に

協
力
。
当
局
で
も
龍
馬
記
念
ス
タ
ン
プ

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

生茂坊

て7
て7
豊
櫛仲茂
太公
白民

詰館

峰ZE
E易!主
政官

左往且[3

櫛豊

地
域
福
祉
に
貢
献

長
浜
町
社
会
福
祉
大
会

三
月
二
十
三
日
、
町
体
育
館
で
、
第

二
十
一
団
長
浜
町
社
会
福
祉
大
会
が
聞

か
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

{
区
長
多
年
勤
続
者
}
(
故
)
石
田
忠

勝
、
菊
地
達
雄
、
増
田
清
作
(
以
上
長

浜
)
、
宮
井
直
(
青
島
)
、
東
伊
佐
男
(
今

坊
)
、
西
村
雄
(
大
越
)
、
坂
井
弥
八
郎

(
柴
)

一
地
域
功
労
者
及
び
社
会
福
祉
奉
仕
者
一

マ
個
人
・
:
山
口
ミ
ツ
子
(
出
海
)
、
宇
都

宮
恵
美
子
、
大
本
定
子
、
菊
地
三
佐
子
、

佐
々
木
沢
子
、
丸
又
ト
シ
ヱ
(
以
上
豊

茂
)
マ
団
体
:
・
伊
予
長
浜
豊
年
踊
り
保

存
会
、
伊
予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

喜
多
灘
小
学
校
児
童
会

一
国
保
優
良
被
保
険
者
(
四
年
以
上
)
}

高
菊
枝
、
近
藤
元
介
、
山
本
節
夫
(
以

上
長
浜
)
、
大
成
ハ
ル
ミ
(
黒
田
)
、
森

正
勝
(
沖
浦
)
、
谷
本
タ
ダ
コ
(
出
海
)
、

菊
地
金
生
(
上
老
松
)
、
村
橋
厚
(
豊
茂
)
、

峰
勝
義
(
白
滝
)
、
堀
尾
キ
ヌ
コ
(
戒
川
)
、

坂
井
八
津
巳
(
柴
)

一
献
血
功
労
者
(
三
十
回
以
上
)
一
三

秋
敦
司
(
沖
浦
)
、
岡
田
好
光
(
黒
田
)
、

大
野
八
重
(
下
須
戒
)
、
後
藤
隆
五
口
(
戒

川
)
、
滝
野
重
雄
(
柴
)

一
社
会
福
祉
奉
仕
者
一
堀
内
貞
子
(
長

浜
){

民
生
委
員
。
児
童
委
員
功
労
者
一
紙

岡
清
成
(
青
島
)
、
山
口
ミ
ツ
子
(
出
海
)
、

矢
野
由
勝
(
下
須
戒
)
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と四月は魔の季節であると

と西洋ではいうそうだが、日

本のある人は、三月が魔の季

皇官であるといったとか。中日未

のせんさくはひとまず措くと

して、現実的には、花と陽気

と住民移動の月といえるだろ

う。特に入学、就職、転勤に

よる人々の動きは重大である。

人生の大きな節目となるから

だ o A.もう一つヱイプリルブ

ールという言葉がある。四月

一日にはどんな嘘をついて家
だ支

族や友人知己を踊しでも、

冗談として許されるという風

習で、四月馬鹿と訳されて日

本でもー時流行したことがあ

るが、今は殆ど消え去ったの

であろう。冗談とはいえ人を

踊すということは悪いことに

違いないから、当然ともいえ

る。ところが最近気のつくこ

とは、冗談でなく本気で、臨した

りはぐらかしたりして、金儲け

や立身出世の道具にするとい

う風潮や事件が、非常に増えた

ことである。情報産業が極度

に発達し、通信網やテレビマ

スコミを巧みに利用して、大

掛りに踊されるのではたまっ

たものではない。春陽気、浮

かれ気分を満喫するのもよい

が、踊されぬ知恵を養うこと

も忘れぬ人は、まことに幸だ

と忠、うカずどうであろうか。

(有)岸本印刷

一
町
長
@
社
協
会
長
感
謝
状
一

{
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
者
一
マ
個

人
・
:
辻
千
代
子
(
長
浜
)
、
大
谷
久
吉
(
黒

田
)
、
津
田
久
光
(
今
坊
)
、
平
井
美
和

子
(
出
海
)
、
岡
本
勲
、
下
回
章
、
渡
辺

久
義
(
以
上
下
須
戒
)
、
瀧
内
仁
(
白
滝
)
、

坂
井
正
虞
(
大
洲
市
)
、
橘
耕
滋
(
松
山

市
)
マ
団
体
:
・
長
浜
歌
謡
同
好
会
、
長

浜
文
化
協
会
、
藤
知
会
藤
間
流
藤
間

茸

円

U
Rド

名
女
自

印刷平成 2年4月.10日発行平成2年4月号広報ながはま

一
共
同
募
金
功
労
者
}
昭
和
サ
ボ
ア
側

長
浜
工
場
、
県
共
同
募
金
会
長
浜
分
会

白
滝
支
部

一
愛
媛
県
共
同
募
金
会
一

一
名
誉
会
長
感
謝
状
一

マ
個
人
・
:
岸
本
准
一
郎
、
兵
頭
信
男
(
以

上
長
浜
)
、
西
国
司
(
下
須
戒
)
マ
団
体

・
:
石
村
病
院
、
長
浜
青
果
農
業
協
同
組

合
、
長
浜
仏
教
会
、
昭
和
サ
ボ
ア
掛
長

浜
工
場
、
稲
田
木
工
側
、
長
浜
化
成
側
、

一
応
募
資
格
一
十
八
歳
以

上
、
二
十
五
歳
未
満

{
給
与
一
初
任
給
(
十

二
万
一
千
円
)
期
末
、
勤
勉
手
当

(
年
三
回
一
合
計
五
・
一
か
月
分
)
の

他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件

等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
衣
食
住
]
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

菊
A
プ
製
材
所
冊
、
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト

側
、
瑞
林
寺
梅
花
講

寄
付
課
納

O
出
海
母
親
ク
ラ
ブ
:
・
テ
レ
ビ
、
ビ
デ

オ
各
一
台
を
出
海
保
育
所
へ
。

O
長
浜
保
育
所
母
の
会
-
飼
育
用
ユ
ニ

ッ
ト
ゲ

i
ジ
一
セ
ッ
ト
を
長
浜
保
育
所

へ。O
内
子
町
の
谷
野
信
さ
ん
・
:
柱
時
計
一

個
を
中
央
公
民
館
へ
。

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

{
そ
の
他
}
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
(
二
年
園
陸
上
)
満
了
時

一
百
日
(
四
十
五
万
六
千
円
)
一
任

期
(
三
年
・
海
上
、
航
空
)
満
了
時

・
百
五
十
日
分
(
七
十
一
万
一
千
円
)

そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、

二
百
日
分

i
七
十
五
日
分

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
窓
辺

4
1
2
3
)
ま
で
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

柴

泉

栄

三

郎

三

女

桃

恵

豊

茂

菊

地

英

夫

長

男

寿

昌

下

須

戒

大

野

晋

吾

長

女

好

美

沖

浦

岡

山

正

志

二

女

菜

摘

お
く
や
み

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

出
海
ゴ
一
ッ
野
イ
ワ
(
八
六
)

白

滝

玉

井

八

重

香

(

七

四

)

長

浜

杉

元

正

夫

(

八

二

長

浜

竹

内

フ

ミ

ヱ

(

七

九

)

出

海

福

岡

ム

ウ

子

(

七

七

)

沖

浦

西

崎

栗

松

(

七

八

)

柴

中

嶋

ヤ

ヱ

子

(

七

O
)

下

須

戒

木

下

ト

ラ

コ

(

八

O
)

穂
積
石
本
ヒ
サ
シ
(
八
二
一
)

長

浜

鶴

崎

鹿

一

(

九

二

出

海

池

田

ト

シ

ヱ

(

九

O
)

む定道P3

編

後
記
鰍

先
日
の
こ
と
1
1
朝
起
き
る
と
、
す
ぐ

う
ぐ

L
す

近
く
で
鴛
の
声
、
「
一
日
っ
‘
こ
れ
は
春
ら

し
い
気
持
ち
の
い
い
判
だ
」
と
忌
い
き

ゃ
、
鳴
き
方
が
(
ノ
む
ま
だ
幼
鳥
ら
し

く
、
「
ホ
!
ホ
ケ
キ
ヨ
」
が
「
ホ
ホ
一
寸

ヨ
ケ
」
と
み
ご
と
に
逆
さ
ま
な
ん
で
す
。

当
然
「
ホ
ケ
キ
ヨ
」
を
期
待
し
で
い
た

私
は
、
朝
か
ら
ズ
ル
ッ
。
オ
イ
オ
イ
と

か
思
い
な
が
ら
も
、
教
え
て
あ
げ
る
訳

に
も
い
か
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
。
(
困

ら
な
く
て
も
よ
い
け
ど
J

そ
れ
が
最
近

に
な
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
「
ホ
ケ
キ
ヨ
」

と
鳴
け
る
よ
う
に
な
り
、
鴬
も
勉
強
し

て
る
ん
だ
な
あ
・
-
と
教
え
ら
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

と
ま
あ
鴬
を
先
生
に
修
業
に
励
む
私

で
す
が
、
異
動
で
担
当
を
替
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
、
三
年

間
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま

す

。

(

こ

)

数

人口をふやしましょう

2月末現在 前月との比較

11 ，555人 20人減
人 口 (男 5，449人) (男12人減)

女 6，106人 女 8人減

世帯数 3，744世帯 9世帯減

帯世口人


